
１． はじめに

平成２２年１０月１８日から２１日にかけて，鹿児島県
奄美地方は，停滞する秋雨前線と東シナ海にある
台風１３号からの非常に湿った気流の影響により，
局地的に観測史上記録的な集中豪雨に見舞われま
した。３日間の総降水量は，奄美市や龍郷町では
８００mmを超え，特に，土砂崩れや家屋浸水等の
被害が相次いだ１０月２０日は，奄美市住用町では，
時間降水量が１３０mm以上を観測，日降水量も奄
美市名瀬で６００mmを超えるなど過去の記録を更
新しました。
このため，水害や土砂災害により３名の方が亡

くなり，多くの住家や，道路，河川などの公共土
木施設，農作物や農業関係施設などに大きな被害
が発生したほか，この災害では，道路や通信等の
ライフラインが広範囲，長期にわたって途絶した
ため，住民生活に甚大な影響を及ぼしました。
災害発生からやがて１年になろうとしています

が，被災地では今も災害復旧工事や災害関連事業
が続けられています。
本稿では，鹿児島県建設業協会奄美支部の災害

応急活動の一コマを紹介します。

２． 被害の状況について

奄美地方における集中豪雨は，島内のほぼ全域
にさまざまな被害をもたらしました。
人的被害では，奄美市で水害により２名，龍郷
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町で土砂災害により１名の方が亡くなったほか，
奄美市，龍郷町で各１名の方が軽傷を負いまし
た。災害の規模からみて人的被害が比較的軽微で
あったことは不幸中の幸いでした。
また，住家被害は，２級の３３河川中３０河川の氾

濫や，土石流・がけ崩れ・地すべりの土砂災害５８

件等により，全壊１０棟，半壊４７９棟，床上浸水１１９
棟など６市町村で１，３８６棟の被害が出ており，ラ
イフラインも，道路の全面通行止め３９カ所，固定
電話の不通１２，１０３回線，携帯電話の基地局８８カ所
などの被害が発生しました。今回の災害では，基
幹道路や通信回線が広域にわたって寸断され，各
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集落が孤立するという事態が生じ，交通・通信網
におけるリダンダンシーの確保という課題が改め
て浮き彫りになりました。
また，公共施設関係の被害としては，道路・河

川などの土木関係が約６１億円，耕地・農作物など
農業関係が約２９億円など，被害総額は約１１６億円
にのぼりました（表―１）。

３． 初動の対応について

鹿児島県建設業協会奄美支部は，平成１８年に鹿
児島県大島支庁建設部との間で，「大規模災害時
における応急対策に関する細目協定書」を取り交
わしました。この細目協定は，同年，鹿児島県と
社団法人鹿児島県建設業協会との間で締結された
「大規模災害時における応急対策に関する協定書」
に基づき，県出先機関と協会各支部との間で締結
したものです。

細目協定は，鹿児島県災害対策本部が設置され
た場合に発動されるもので，その活動内容は，
・公共土木施設の被害情報の収集および報告
・公共土木施設からの障害物の除去および応急の
復旧

などとなっています。
また，発災時における迅速かつ的確な対応を図

るため，別に，細目協定の運用を定めており，こ
れに基づいてあらかじめ，市町村および地区単位
の情報連絡網や施工者名簿の整備等を行い，双方
がこれらの情報を共有しています。
１０月２０日から，島内各地で道路の崩落や冠水，
河川の決壊，土砂災害等が相次ぐ中，通信の寸断
により被害状況や避難状況などの情報収集が難
航，また，道路の途絶により人や車両，物資の移
動が大幅に制約されました。ライフラインの途絶

表―１ 主な被害状況

区分 ピーク時 数量 備考

人的被害
死者 ３名
軽傷 ２名

住家等被害

全壊 １０棟

１，３８６棟
半壊 ４７９棟
床上浸水 １１９棟
床下浸水 ７６７棟
一部損壊 １１棟

通行規制 全面通行止め ３９カ所

ライフライン

停電 １１，１００戸 １０月２４日復旧
固定電話 １２，１０３回線 １０月２５日復旧
携帯電話 ８８基地局 １０月２８日復旧
断水 ２，４８８世帯 １１月７日復旧

公共施設等
被害

土木関係 約６１億円

約１１６億円

農業関係 約２９億円
治山・林道等 約９億円
福祉施設等 約２億円
店舗・商品等 約１３億円
文教関係 約２億円
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したこの段階では，奄美支部も組織的な動きはで
きず，地域地域で各個に応急の活動を始めまし
た。
翌２１日には，鹿児島県災害対策本部も設置さ
れ，鹿児島県大島支庁から応援の要請を受けた奄
美支部では，会員企業に公共土木施設の被害状況

調査を要請するとともに，「奄美大島豪雨災害応
急対策実施本部」を設置し，各地で寸断する国道
５８号を中心に，着手可能な箇所の応急工事をスタ
ートしました。
その後も懸命の応急工事は続き，季節外れの台

風１４号の接近に伴う工事の中断もありましたが，

写真―６ 現在の状況写真―５ 大和村大和浜
土砂流入により通行止め。土砂を除去し，１車線確保

写真―８ 現在の状況写真―７ 龍郷町浦
土砂崩れにより，役場近くの国道５８号線が通行止め

写真―１０ 現在の状況写真―９ 大和村湯湾釜
生活道路に土砂が流入
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１１月９日付で鹿児島県知事から奄美支部長あて
に，災害発生直後からの応急復旧作業等に対する
感謝の書面が届けられました。なお，奄美大島の
国道・県道の全面通行止めは１２月１０日をもってす
べて解除され，平成２３年１月からは本格的な復旧
工事が始まりました。

４． 災害を振り返って

今回の災害の特徴は，
・過去に経験したことのない記録的な豪雨であっ
たこと

・奄美大島 島内全域で道路，河川などが極めて
広範囲に甚大な被害を受けたこと

・固定電話，携帯電話などの通信手段が長時間不
通となったこと

・ライフラインの寸断により，多くの集落・住民
が孤立し，被害の全容把握も困難な状況が続い
たこと

などがあげられます。
このように大きな災害でしたが，応急措置に当

たって幾多の困難を早期に克服できたのも，奄美
ゆい

地方に根付く共助思想である「結の精神」のも
と，地域住民を中心として，国や自治体，警察，
消防，自衛隊や海上保安本部などの関係機関はも
とより，各種インフラの建設や維持・管理を担う
建設業や企業群，さらには多くのボランティアの
人々のご尽力の賜物であり，心から敬意を表する
次第です。

５． おわりに

近年，地球温暖化や気候変動による自然災害リ
スクが地球規模で問題となっている中，わが国で
も台風や集中豪雨による水害や土砂災害が頻発
し，併せて大型化，局地化しています。
このような災害発生時には，地域の建設業は２

次災害も想定される過酷な条件下で，応急対策の
先陣として不休の復旧活動に従事しています。
地域とともにある建設業だからこそきめ細かい

対応が可能となり，また，その能力を最大限引き
出すためには，持続的に国・自治体をはじめとす
る関係の諸機関・団体と情報を共有しコミュニケ
ーションを図るとともに，実践的訓練を行うな
ど，一層の連携強化に努めることが重要であると
考えています。
この先も常に，地域の安全・安心を守る建設

業，建設人としての自覚と誇りを持ち，自らの地
域は自らで守る気概を持って身を処することが，
地域住民や社会の信頼につながるものと信じてい
ます。
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